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　はじめに

フサカサゴ科オニカサゴ属（Scorpaenidae: 

Scorpaenopsis）はインド・太平洋に広く分布し，

現在 28 有効種が知られている（Randall and 

Eschmeyer, 2002；Randall and Greenfield, 2004；

Motomura, 2004；Motomura and Causse, 2011；

Fricke et al., 2013）．このうち，日本からは 13種

が記録されている（本村ほか，2004；Motomura 

and Shinohara, 2005；中坊・甲斐，2013）．本属は

背鰭が 12棘 9軟条，臀鰭が 3棘 5軟条，腹鰭が

1棘 5軟条，眼下骨棘が 3–5本，耳棘がある，不

対鰭軟条が分枝する，胸鰭下方条が不分枝，側線

が尾柄部後端まで延びる，および口蓋骨歯がない

ことによって特徴付けられる（Randall and 

Eschmeyer, 2002；Motomura and Senou, 2005）．

2019年 10月 22日の夜 10時頃，沖縄本島本部

町崎本部緑地沖（26°38ʹ11ʺN, 127°52ʹ55ʺE）の水

深 2 mの場所で，中層を浮遊する体長約 8 mmの

フサカサゴ科魚類が第 2著者によって撮影された

（Fig. 1）．10月 24日に第 3著者を介して第 1著

者が写真を確認したところ，オニカサゴ属のマル

スベカサゴ Scorpaenopsis macrochir Ogilby, 1910

に同定された．これまでオニカサゴ属の種名が特

定された稚魚は記録されていないため（小嶋，

2014），ここに報告する．

　材料と方法

頭部の棘の名称は Eschmeyer (1969)を和訳した

尼岡（1984）と本村ほか（2004）に準拠した．標

準体長は体長または SLと表記した．本報告に用

いた水中写真は鹿児島大学総合研究博物館のデー

タベース（KAUM–II.）に登録されている．

　結果と考察

沖縄島で撮影された個体（Figs. 1–2）は，背鰭

が 12棘であることと体側が著しく縦扁しないこ

とから，オニカサゴ属，ハタタテカサゴ属

Iracundus，ネッタイフサカサゴ属 Parascorpaena，

フサカサゴ属 Scorpaena，およびマダラフサカサ

ゴ属 Sebastapistesのいずれかの属であることが分

かった．さらに，写真個体は両眼間隔が眼窩径よ

沖縄島で撮影されたマルスベカサゴ
（フサカサゴ科 ：オニカサゴ属） の稚魚
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Fig. 1. Underwater photograph of a juvenile of Scorpaenopsis 
macrochir (ca. 8 mm SL) from Okinawa Island, Ryukyu 
Islands, Japan (KAUM–II. 72). Photo by Y. Miyahara.
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り広いことと胸鰭軟条が 17本であることから，

オニカサゴ属の次の 4種にいずれかであることが

明らかである：マルスベカサゴ（Fig. 3），ニライ

カサゴ S. diabolus (Cuvier, 1829)，サツマカサゴ S. 

neglecta Heckel, 1837，およびシラユキカサゴ S. 

obtusa Randall and Eschmeyer, 2002．これら 4種は

成長すると背鰭基底前方で体背縁が著しく隆起す

るという共通の特徴を有する（Motomura and 

Shinohara, 2005）．

写真個体は胸鰭の中央付近に明瞭な 1黒色横

帯を有する（Fig. 2）．この特徴的な横帯はマルス

ベカサゴとサツマカサゴでも幼魚から成魚にかけ

て胸鰭の内側にあることが確認されている（本村

ほか，2004；Motomura and Shinohara, 2005；中坊・

甲斐，2013）．ただし，両種の幼魚から成魚では，

黒色横帯がより胸鰭の外縁近くに位置するため，

写真個体で胸鰭中央にある横帯は成長に伴って胸

鰭の外縁に向かって移動する（つまり胸鰭の基底

近くの軟条が先端部の軟条より伸長率が高いこと

によって，横帯が外縁付近まで移動する）と考え

られる．

マルスベカサゴとサツマカサゴは成魚におい

ても互いに酷似しており，（標本がなく）写真の

みで両種を識別するのは経験が必要であるが，サ

ツマカサゴはマルスベカサゴと比較して，側面か

らみて吻が細く尖がること（後者は吻が太短く，

丸くみえる）から識別される．鹿児島大学総合研

究博物館に所蔵されているサツマカサゴの幼魚

（体長 17.4–30.9 mm；Fig. 4）はすでに吻が尖って

おり，吻が短く丸い写真個体が 17 mmに成長し

た段階で急激に吻が尖るとは考えにくい．そのた

め，写真個体はこれまで報告がなかったマルスベ

カサゴの稚魚であると考えられる．

なお，成長すると背鰭基底前方で体背縁が著

しく隆起するという特徴を有する上記の 4種は主

鰓蓋骨上方棘の後端が複尖頭であるという特徴も

共有するが（本村ほか，2004；Motomura and 

Shinohara, 2005；中坊・甲斐，2013），写真個体

Fig. 2. Underwater photographs of a juvenile of Scorpaenopsis macrochir (ca. 8 mm SL) from Okinawa Island, Ryukyu Islands, Japan (same 
individual with Fig. 1; KAUM–II. 73–76). Photos by Y. Miyahara.
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の主鰓蓋骨上方棘の後端は単尖頭であった．この

形質は成長に伴って変化すると考えられる．

小嶋（2014）はフサカサゴ科の未同定種の稚

仔魚 16種を報告したが，今回の写真個体はその

いずれとも一致しなかった．

比較標本　サツマカサゴ：KAUM–I. 80311，体

長 20.1 mm，鹿児島県薩摩川内市上甑町桑之浦漁

港沖（甑島列島上甑島），31°51ʹ48ʺN, 129°50ʹ 

23ʺE，水深 1.5 m，2015年 10月 17日，本村浩之；

KAUM–I. 22817，体長 20.4 mm，鹿児島県熊毛郡

屋久島町栗生カマゼノ鼻西側（大隅諸島屋久島），

30°16ʹ03ʺN, 130°24ʹ48ʺE，水深 0–4 m，2009 年 7

月 30日，本村浩之；KAUM–I. 130350，体長 30.9 

mm，鹿児島県鹿児島郡十島村平島南之浜港内（ト

カラ列島平島），29°40ʹ48ʺN, 129°31ʹ57ʺE，水深 4 m，

2019年 5月 25日，森下悟至；KAUM–I. 200040，

体長 17.4 mm，鹿児島県南九州市頴娃町別府番所

鼻自然公園地先（薩摩半島南端），31°14ʹN, 

130°26ʺE，水深 0.3 m，2015年 9月 14日，岩坪

洸樹．マルスベカサゴ：KAUM–I. 84032，体長

123.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦崎ノ

山東側（薩摩半島西岸），31°25ʹ44ʺN, 130°11ʹ49ʺE，

水深 27 m，2015年 6月 4日，伊東正英．
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Fig. 3. Adult of Scorpaenopsis macrochir (KAUM–I. 84032, 123.0 
mm SL, east coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima, Japan).

Fig. 4. Juvenile of Scorpaenopsis neglecta (KAUM–I. 200040, 
17.4 mm SL, south coast of Satsuma Peninsula, Kagoshima, 
Japan).


